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市政懇談会
　「

安
心
、
安
全
」

問 「
南
島
原
市
後
期
基
本
計
画
」
を

作
成
さ
れ
た
が
、「
安
心
・
安
全
」

の
部
分
に
つ
い
て
、
詳
し
く
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。

答 

今
年
か
ら
防
災
対
策
を
ゼ
ロ
か

ら
見
直
す
た
め
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ（
防

災
士
資
格
有
）
を
採
用
し
、
大
規
模

な
地
震
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
大
災
害

を
想
定
し
、
防
災
計
画
を
根
本
か
ら

見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
災
害
発
生
時
の
対
応
と
し
て
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い
う

意
識
付
け
を
啓
蒙
し
、
日
頃
か
ら
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

自
主
防
災
組
織
の
確
立
を
助
成
し
な

が
ら
、
次
の
事
柄
を
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

・
平
成
24
年
度
か
ら
自
治
会
の
自
主

防
災
組
織
活
動
へ
補
助
金
を
助
成

・
平
成
24
年
度
に
公
共
施
設
な
ど
に

「
海
抜
標
記
」
を
実
施

・
平
成
25
年
度
に
防
災
マ
ッ
プ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
お
よ
び
各
世
帯
へ
の

配
布

・
平
成
25
か
ら
27
年
度
に
防
災
行
政

無
線
の
個
別
受
信
機
の
設
置

「
島
鉄
跡
地
問
題
」

問 

島
鉄
の
廃
線
か
ら
か
な
り
の
期

間
が
経
過
し
た
が
、
跡
地
問
題
に
つ

い
て
、
島
鉄
は
ど
う
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
市
は
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答 

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
、
遊
歩
道
、
バ
ス
専
用

道
路
な
ど
の
案
が
あ
り
、
最
近
で
は

※

Ｄ
Ｍ
Ｖ（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ

ー
ク
ル
）
導
入
の
意
見
も
出
て
い
る
。

し
か
し
、
１
番
の
問
題
は
、
跡
地
に

抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、

市
と
し
て
は
動
け
な
い
状
況
。
今
後

市
と
し
て
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
、
北
有
馬
駅
か
ら
原
城
駅
間
だ
け

で
も
歩
行
者
と
自
転
車
が
通
行
で
き

る
よ
う
な
道
路
を
作
り
た
い
と
い
う

発
想
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
土
地
の
問

題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

※

Ｄ
Ｍ
Ｖ…
線
路
と
道
路
の
両
方
を

走
れ
る
車
両

「
世
界
遺
産
登
録
」

問 

南
島
原
市
の
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
、
文
化
庁
は
ど
う
い
っ
た
見

解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
登
録
さ
れ

れ
ば
、
何
も
作
れ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

答 

文
化
庁
か
ら
は
史
跡
地
内
で
あ

る
原
城
跡
、
日
野
江
城
跡
に
つ
い
て

は
、
証
拠
を
発
掘
し
な
が
ら
、
過
去

の
歴
史
を
後
世
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
に

と
の
指
導
が
あ
り
、
現
在
、
教
育
委

員
会
で
整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
ま
た
、
史
跡
の
範
囲
内
で

何
か
を
作
る
と
い
う
の
は
厳
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
史
跡
外
は
、
環
境
、

景
観
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
耕
作
放
棄
地
」

問 

農
業
委
員
会
が
中
に
入
っ
て
、

耕
作
放
棄
地
活
用
の
あ
っ
せ
ん
を
し

て
ほ
し
い
。

答 
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
銀
行

の
活
用
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
の
で
、

利
用
し
て
ほ
し
い
。

　「
小
学
校
の
統
廃
合
」

問 

加
津
佐
地
区
の
小
学
校
統
廃
合

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

山
口
小
学
校
、
津
波
見
小
学
校

を
加
津
佐
東
小
学
校
に
統
合
し
て
、

加
津
佐
東
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
新
し
い
学
校
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

方
向
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

野
田
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
複
式
学
級
に
な
ら
な
い
と
見
込

ま
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
維
持
し
て

い
く
。

「
有
馬
商
業
跡
地
の
利

活
用
」

問 

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
市
の
人

口
は
、
10
年
後
に
４
万
人
を
き
り
、

20
年
後
に
は
３
万
人
を
き
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
で
、
大
規
模
な
施
設
が

必
要
な
の
か
。

答 

人
口
が
減
少
す
る
か
ら
と
い
っ

て
事
業
を
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、

人
口
が
減
少
し
な
い
よ
う
な
施
策
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
を
し
て
き
た
結
果
、「
文

化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
、
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
市
内
に
は
市
の
人
口

で
あ
る
５
万
人
に
見
合
っ
た
施
設
が

な
く
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
け
な
い
状
況
な
の
で
、
有
馬
商

業
高
校
跡
地
に
建
設
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｍ
２・５
」

問 

Ｐ
Ｍ
２・
５
に
つ
い
て
、
南
島
原

市
で
も
観
測
し
て
ほ
し
い
。

答 

Ｐ
Ｍ
２・
５
に
つ
い
て
は
、
県
内

11
カ
所
の
大
気
測
定
局
の
う
ち
３
カ

所
で
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年

度
中
に
11
カ
所
全
部
で
測
定
可
能
と

な
り
、
島
原
半
島
で
は
小
浜
と
島
原

で
開
始
す
る
予
定
。
現
在
、
最
も
近

い
測
定
所
が
諫
早
で
あ
る
た
め
、
よ

り
近
い
場
所
で
の
情
報
提
供
が
可
能

と
な
る
。

「
防
災
行
政
無
線
の

個
別
受
信
機
」

問 

当
初
予
算
８
億
数
千
万
円
で
計

上
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
、
今

年
度
中
に
完
成
す
る
の
か
。

答 

当
初
、
２
年
間
の
予
定
だ
っ
た
が
、

実
施
設
計
な
ど
で
時
間
を
要
し
た
た

め
、
３
年
は
か
か
る
か
と
思
う
。
既

に
市
内
４
カ
町
に
設
置
し
て
い
る
個

別
受
信
機
も
更
新
す
る
計
画
で
あ
る
。

「
堂
崎
小
学
校
の
新
築
」

問 

小
学
校
統
廃
合
と
言
っ
て
い
る

中
で
、
な
ぜ
新
築
す
る
の
か
。

答 

堂
崎
小
学
校
は
、
新
し
い
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
工
法
を

い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
が
、
耐
震
補

強
が
効
か
な
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
新
築
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
ま
た
、
地
域
の
強
い

要
望
も
あ
っ
た
。
小
学
校
統
廃
合
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
検
討
し
て
お
り
、

ま
ず
は
分
校
と
複
式
学
級
の
解
消
を

図
る
計
画
。
有
家
の
場
合
、
有
家
小

学
校
に
全
部
集
め
て
し
ま
う
と
校
舎

に
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
堂
崎
小
学

校
と
有
家
小
学
校
に
統
合
と
な
る
。

「
高
規
格
道
路
整
備
」

問 

市
内
の
道
路
整
備
よ
り
「
南
島

原
〜
愛
野
間
」
の
道
路
整
備
を
ど
う

す
る
の
か
。
島
原
方
面
は
高
規
格
道

路
が
で
き
、「
深
江
〜
島
原
間
」
が

近
く
な
っ
た
。
早
く
高
規
格
道
路
を

整
備
し
て
ほ
し
い
。

答 

以
前
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
国
に

お
願
い
し
て
い
る
が
、
高
規
格
道
路

の
整
備
は
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
特

に
南
島
原
市
は
奥
ま
っ
た
場
所
に
あ

る
の
で
、
全
線
に
つ
い
て
期
成
会
も

つ
く
っ
て
お
願
い
し
て
い
る
状
況
。

現
在
、
安
倍
政
権
が
経
済
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
国
も
借
金

を
抱
え
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
市
と

し
て
も
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、
努
力

し
て
い
く
。

「
浄
化
槽
の
補
助
」

問 

雲
仙
市
で
は
浄
化
槽
清
掃
へ
の

補
助
金
を
出
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

南
島
原
市
で
は
補
助
金
を
設
け
る
予

定
は
な
い
か
。

答 

雲
仙
市
は
、
合
併
前
か
ら
補
助

を
し
て
い
た
町
も
あ
り
、
１
年
ほ
ど

前
か
ら
、
全
市
的
に
取
り
組
み
を
し

て
い
る
（
法
定
検
査
代
、
清
掃
代
の

一
部
補
助
）。
雲
仙
市
の
対
象
戸
数

が
１
，７
０
０
〜
１
，８
０
０
戸
、本

市
は
約
３
，８
０
０
戸
で
、毎
年
１
５

０
基
ほ
ど
増
え
て
い
る
状
況
。仮
に

法
定
検
査
分
を
補
助
し
た
場
合
、毎

年
、約
２
，２
０
０
万
円
の
お
金
が
必

要
と
な
る
。

　

継
続
的
な
事
業
な
の
で
、
他
市
の

状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

●
納
税

●
水
道
、
下
水
道

●
野
田
浜
の
浸
食

●
議
員
定
数
削
減

●
道
路
管
理
、
補
修
、
整
備

●
加
津
佐
前
浜
の
整
備

●
口
之
津
果
樹
試
験
場
の
払
い

　

下
げ

●
石
垣
の
補
修

●
川
の
堆
積
物
除
去

●
ワ
カ
メ
の
養
殖

●
観
光
振
興

●
職
員
の
不
祥
事

●
花
嫁
対
策

●
ネ
ッ
ト
選
挙

●
口
之
津
港
整
備

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
整
備

●
森
林
セ
ラ
ピ
ー

●
体
罰
問
題

●
議
会
中
継
の
聴
覚
障
が
い
者

　

へ
の
配
慮

●
町
民
体
育
祭

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

設
置
事
業

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

事
業
補
助
金

●
ほ
場
整
備

●
児
童
手
当

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南島原市 市政懇談会

　

「
市
民
の
声
を
市
政
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
５
月
28
日
か
ら

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
カ
町
を
１
地
区
と
し
、

４
地
区
で
４
日
間
開
催
。
延
べ
２
１
７
人
の
参
加
が
あ
り
、

市
政
へ
の
提
言
、
意
見
や
要
望
な
ど
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
か
っ
た
質
問
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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